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自民党プロジェクトチーム優先改善案決定 

～後期高齢者医療制度は引き続き徹底した見直し～ 

６月１１日、わたしが顧問を務めさせていただいております社会保障制度調査会と、医療委員

会・厚生労働部会の合同会議が開催され、与党高齢者医療制度に関するプロジェクトチームがま

とめた後期高齢者医療制度の優先実施する見直し案が審議され了承されました。このプロジェク

トチームは、４月からの制度の施行状況等を踏まえ、市町村、広域連合等の意見も聴いて、実務

にも配慮しつつ、精力的に議論を重ねてきた結果、高齢者の置かれている状況に充分配慮し、き

め細かな対応を行うことといたしました（主なものについて下記参照）。今回の見直し案は、早急

に見直すべきものを優先的に実施するものですが、今後も、７０歳から 74 歳の医療費自己負担増

（１割→２割）の平成２１年４月以降の扱いを含めて、制度が抱える問題について引き続き徹底

して検討することとしました。 

後期高齢者医療制度は、少子高齢化が急速に進む中で、これまでの老人保険制度の問題点を解

決して国民皆保険制度を将来にわたり維持するために、現役世代と高齢者でともに支えあうもの

として設けられたものです。わたしは、こうした事情を踏まえた上で、見直すべきところは徹底

して見直してまいります。 
 
１． 保険料の軽減対策 

① 所得の低い方への配慮として、７割軽減世帯のうち、長寿医療制度の被保険者全員が年金収

入８０万円以下の世帯について、９割軽減とする。 

② 所得割を負担する方のうち、所得の低い方（具体的には年金収入２１０万円程度まで）につ

いて、所得割額を５０％軽減する。 

③ これらの措置を講じてもなお保険料を支払えない事情がある方については、個別の減免も含

め、市区町村におけるきめ細かな相談体制を整備する。 

④ これらの措置は、平成２１年度から実施し、今年度においては、経過的な軽減対策を講じる。 

２． 年金からの保険料徴収については、以下の場合、申し出により普通徴収ができることとする。 

① 国保の保険料を確実に納付していた者（本人）が口座振替により納付する場合 

② 連帯納付義務者（世帯主又は配偶者）がいる者（年金収入が１８０万円未満の者）でその口

座振替により納付する場合 

診療報酬における終末期相談支援料については、当面凍結することを含め、取扱いについて中医協

で議論を行い、速やかに必要な措置をとるとともに、検証する。後期高齢者診療料についても、中医

協で速やかに具体的な検証作業に着手する。 

 

●保岡興治著書「政治主導の時代」～中央公論新社～2100 円(税込み) 大手本屋にて好評発売中! 

●映画｢チェスト｣好評上映中～桜島錦江湾横断遠泳を通じ少年達が成長していく感動的なドラマです。 

保岡代議士も PTA 会長役で出演しています！ 

 

http://www.yasuoka.org/です

